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議案 第１号 

平成２７年度 事業報告書 

 

 

第１ 交通情勢 

平成２７年中における県内の交通事故発生状況は、次のとおりである。 

 ○ 発生件数  ２，５６０件（前年対比 －１５２件 －５．６％） 

 ○ 死 者 数         ８０人（前年対比   １６人 ２５．０％） 

 ○ 傷 者 数      ３，２２０人（前年対比 －２０４人 －６．０％） 

   発生件数及び負傷者数は、１２年連続で減少したものの、死者数については増加に

転じ、飲酒運転等の悪質危険違反によるものが増加したほか、高齢者の死者も４７人

で、全死者数に占める比率が５８．８％ となり、全国平均５４．６％を上回るなど、

県内の交通情勢は、極めて憂慮すべき情勢下にある。 

 

第２ 協力会費の収納 

    盛岡運転免許センターにおける入会状況は、次のとおりである。 

 ○ 更新会員     １３，００６人  

 ○ 新規会員     １，２７１人  

 計      １４，２７７人  

   なお、協力会費の総額は、３２，５７３，５００円となり、入会者の住所地交通安全

協会に送付している。 

 

第３ 会員対策の推進  

１  窓口における推進状況 

  ○ 盛岡運転免許センターでは、交通安全協会の役割や活動事例を紹介するチラシを

配布し、シートベルト着用促進見舞金制度やチャイルドシートの貸出等の特典を説

明して入会を勧誘している。 

○ 各センターに設置のプラズマディスプレイ（高画質液晶映像システム）やテレ

ビを活用して、交通事故防止及び協会の活動についての広報を実施している。 

    ○ 新規免許取得者の入会率の向上を図るため、学科試験合格者に交通安全協会の活

動についての広報チラシを配布して、交通安全の重要性を訴えて入会勧誘を行って

いるほか、入会者に対する初心者マークの交付などのサービスを推進している。 

  ○ 公共の場所における入会勧誘であることから、誤解を招くような言動等に注意や、

あくまで任意加入であることを確実に説明するよう指導している。 

２ 体験型講習会等における推進状況 
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  各種講習会やイベントにおいて、自転車シミュレーターや視野診断計等の体験型交通

安全教育資器材を積極的に活用した交通安全教育を推進するとともに、その機会を捉え

て協会活動についての広報を実施している。 

３ 各種広報メディア利用による推進状況 

  各種広報資料の内容の充実に努めるとともに、現在、ホームページの全面リニューア

ル中であり、若年者の入会向上対策として、携帯やスマートフォンサイトを通じた協会

活動の広報を取り入れている。 

 

第４ 主な交通安全啓発活動 

１ 広報活動の推進 

  警察及び関係機関･団体との緊密な連携の下、岩手県交通安全対策協議会が主唱する平

成２７年度「正しい交通ルールを守る県民運動」実施要綱に基づき、次の活動を重点と

して推進した。 

 (1) ライトの早め点灯・反射材用品等の活用 

  ○ 夜間の高齢者の歩行中や自転車乗用中の交通事故を防止するため、反射材の有効

性について広報啓発活動を強化し、反射材・LED ライトの活用普及を推進した。 

  ○ 夕暮れ時のライトの早め点灯及び夜間の原則ハイビーム走行について、広報活動

を推進するとともに、職員による率先点灯を励行した。 

  ○ 自動車運転免許試験場売店及び各運転免許センターに反射材ボードを掲示し、窓

口において販売するなど、その普及促進に努めた。 

 (2) スピードダウンの徹底 

  ○ 各種行事の機会を活用し、スピードダウンを合言葉にスピードのもたらす危険性

や気象、路面状態等交通環境に応じた適正な速度による安全運転の励行についての

広報活動を推進し、スピードダウン気運の醸成に努めた。 

 (3) 全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの着用 

  ○ シートベルト･エアバッグ爆発･衝撃体感装置を活用した体験型講習会の開催を通

じて、その着用効果と必要性について広報活動を推進した。 

  ○ チャイルドシートレンタル事業を通じて、チャイルドシート着用の必要性と効果

について認識や安全意識の高揚を図り、シートベルト･チャイルドシートの正しい着

用の促進に努めた。 

  ○ 特に、一般道において後部座席のシートベルトの着用率が低いことから、すべて

の座席での着用について広報活動を推進した。 

 (4) 飲酒運転の根絶運動 

  ○ 「ハンドルキーパー運動」を県民運動として定着させるため、関係機関･団体と連

携して広報啓発活動を推進した。 

  ○ 各種講習会やイベントにおいて、飲酒運転体験ゴーグル等の交通安全教育資器材

を積極的に活用し、飲酒運転の危険性と反社会性について周知させるとともに、酒

酔い運転の罰則や行政処分の強化についての広報活動を推進した。 

 (5) 自転車の安全利用の推進 

  ○ 自転車利用者に「自転車は車両である」ことを自覚させるため、左側通行やブレ
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ーキ整備不良車運転の禁止等交通ルールの遵守と交通マナーの実践について広報

し、安全な自転車利用を推進した。 

２ 交通安全活動資料の作成・配布 

各季交通安全運動を中心に広報資料を作成し、地区交通安全協会及び関係機関･団体

等に配布した。 

○ 春の全国交通安全運動用ポスター     ２，９５０ 枚 

○ 秋の全国交通安全運動用ポスター       １，３５０ 枚 

○ 同 リーフレットああああああああ    ３，５００ 枚 

○ 交通安全県民運動用チラシ あああああ ６０，０００ 枚 

○ 黄色い羽根                    １ ５０，０００ 本 

○ 交通安全広報チラシ              ２６，０００ 枚 

３ 交通安全資器材レンタル事業の推進 

 (1) チャイルドシートの貸出 

自動車乗車中の子供の被害軽減を図るため、チャイルド（ベビー）シートのレンタ

ル事業を実施し、会員等４４９人に５８３台を貸し出すなど、会員サービスの向上と

チャイルドシートの普及促進を図った。 

 (2) 交通安全教育ＤＶＤの貸出 

内容の充実した交通安全教育ビデオ及びＤＶＤの整備充実に努めるとともに、団体

や事業所・学校に、ビデオ及びＤＶＤ計２３４本を貸し出すことで、交通安全教育の

支援と交通安全意識の高揚を図った。 

４ 会報の発行 

各種交通安全施策をはじめ交通安全協会の活動状況を紹介した機関紙「交通いわて」

を、年４回合計２８，０００部発行して関係機関･団体に配布し、協会の活動について

理解の促進を図った。  

５ 各種メディアを活用した広報活動 

  テレビ岩手の協力を得て、県交対協が主唱する「平成２７年度正しい交通ルールを守

る県民運動」の季節ごとの広報重点にあわせ、年間を通じて「岩手県警察本部・岩手県

交通安全協会協力」のロゴ入りの交通安全キャンペーン放送を行った。 

  また、岩手朝日テレビ、岩手めんこいテレビ及びエフエム岩手の協力を得て、各季節

ごとに交通安全キャンペーンスポット放送を行うとともに、岩手日報社、読売新聞社等

にも交通安全運動キャンペーンを掲載するなど広報活動を推進した。 

６ 参加・体験型講習会への教育資器材の貸出 

  各警察署や地区協会が主催するイベント及び交通安全教室に対し、自転車シミュレータ

一、酒酔い運転体験ゴーグル、視野診断計等の教育資器材を貸し出すことで、県民の交
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通安全意識の高揚と協会活動に対する理解の促進を図った。 

    ○ 貸出回数 ７１回    受講者総数 ４，９００人 

 

第５ 会議の開催 

１ 正・副会長会議及び理事会の開催 

 (1) ５月１２日（火）当協会会議室  

   第１回正・副会長会議を開催し、定時総会の議題について協議した。 

 (2) ５月１８日（月）当協会会議室 

   第２回正・副会長会議及び第１回理事会を開催し、平成２６年度事業報告及び同収

支決算書、平成２７年度事業計画（案）及び同収支予算書（案）等を審議した。 

   なお、菅原会長の辞任に伴い、髙橋照治副会長が新会長に選任された。 

 (3) ６月１１日（木） エスポワールいわて 

定時総会開催前に第２回理事会を開催し、小野寺國男、菊地次雄、深澤剛の各理事

が新副会長に選任された。 

 (4) １１月２６日（木） 当協会会議室 

   第３回正・副会長会議及び第３回理事会を開催し、平成２７年度上半期の予算執行

状況及び交通事故入院見舞金制度の運用状況等について審議した。 

２ 定時総会の開催 

６月１１日（木）エスポワールいわて 

平成２６年度事業報告及び同収支決算書の承認、平成２７年度事業計画（案）及び同

収支予算書(案)並びに新理事の選任等について審議した。 

３ 事務局長会議の開催 

  (1) １２月８日（火）当協会会議室 

   マイナンバー制度の導入について協議した。 

 (2) 当年３月４日（金）当協会会議室 

   当面の協会運営上の諸問題について協議した。 

 

第６ 会議等への出席 

１ 東北交通安全協会総会 

６月１８日（木）青森市内において開催され、当協会から会長及び専務理事が出席し、

平成２６年度事業報告・同収支決算報告並びに平成２７年度事業計画・予算（案）等の

審議が行われ、引き続いて表彰式も開催された。 

２ （公財）日本交通管理技術協会東北･北海道ブロック会議 

  １０月１５日（木）仙台市内において開催され、当協会から専務理事と担当主任が出
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席して、ＴＳマークの普及等について協議した。 

３ 東北・北海道交通安全協会専務理事・事務局長会議 

  １０月８日（木）福島市内において開催され、当協会から専務理事及び事務局長が出

席して、当面の協会運営上の諸問題について協議した。 

４ 正しい交通ルールを守る運動県民大会 

  １１月４日（水）盛岡市内において開催され、会長以下が出席して、岩手県交通安全

対策協議会長表彰、高校生交通安全ビデオコンクールの審査及び表彰等が行われた。 

５ 全日本交通安全協会理事会及び都道府県交通安全協会専務理事会議 

  当年３月２３日（水）東京都内において開催され、当協会から専務理事が出席した。 

６ その他 

  (1) 地域交通安全活動推進委員全国研修会     （６月１２日 東京 業務課長） 

 (2) 東北安協職員研修会           （１１月１９日 仙台市 業務課長等） 

 

第７ 交通安全競技会及び講習会の開催 

１ 第４８回交通安全子供自転車大会の開催（共催：岩手県警察本部 後援：岩手県） 

  児童に対する交通安全思想の普及、交通ルール及び交通安全の知識・技能を習慣付け

させることを目的として、７月１８日（土）岩手県警察学校体育館において開催した結

果、４チーム１６人が参加し、成績優秀なチーム及び個人に対して県警察本部長及び当

協会長名の賞状、副賞を授与した。 

 (1) 団体の部 

 優 勝   奥州市立玉里小学校 A チーム 

 準優勝   奥州市立玉里小学校 B チーム 

 第３位   住田町立世田米小学校 A チーム 

 (2) 個人の部 

 第１位   昆野 拓夢 （玉里小学校） 

 第２位   及川 暖人 （  同  ） 

 第３位   美濃川咲来 （  同  ） 

   また、本チーム以外に７人がオープン参加し、その中で 

           菊池 美沙 （玉里小学校） 

           後藤 翔哉 （  同  ） 

       菊池 朋香 （  同  ） 

  の３名が賞揚された。 

２ 第１１回 岩手県高齢者交通安全自転車大会（共催：岩手県警察本部 後援：岩手県） 

競技を通じて高齢者の交通安全意識の高揚を図るため、９月１９日（土）岩手県警察
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学校体育館において開催した結果、９チーム２９人が参加し、成績優秀な団体及び個人

に対して、県警察本部長及び当協会長名の賞状、副賞を授与した。 

(1) 団体の部 

優 勝   遠野地区チーム 

準優勝   東磐井地区チーム 

第３位   盛岡西地区チーム 

 (2) 個人の部 

第１位   高橋 征知  （紫波 A） 

第２位   黒澤 常徳  （一 関） 

第３位   斉藤 民男  （盛岡西） 

３ 第４７回二輪車安全運転岩手県大会の開催 

（共催：岩手県二輪車普及安全協会 後援：岩手県警察本部） 

  二輪運転者の安全運転技能の向上と交通安全意識の高揚を図ることを目的として、７

月１２日（日）自動車運転免許試験場において、二輪車安全運転岩手県大会を開催した

結果、男性１３人、女性４人が参加し、成績優秀者に対して、県二輪車普及安全協会長

及び当協会長連名の賞状、副賞を授与した。 

○ 一般Ａクラスの部   優勝  細田 直人 （滝沢市） 

○ 一般Ｂクラスの部   優勝  佐藤 昭三 （盛岡市）  

○ 高校生等クラスの部  優勝  佐藤 清敬  (盛岡市) 

○ 女性クラスの部    優勝  遠藤 恵  （滝沢市） 

４ 全国大会への出場 

 (1) 第４８回二輪車安全運転全国大会 

   ８月１日（土）から２日間、三重県鈴鹿市の鈴鹿サーキットで開催され、前記県大

会の優勝者４名が本県代表として出場し健闘した。 

 (2) 第５０回交通安全子供自転車全国大会 

   ８月５日（水）東京都区内で開催され、前記県大会優勝校の奥州市立玉里小学校が

本県代表として出場し３７位と健闘した。 

   なお、両大会とも、当協会事務局員が同行して選手の支援等に従事した。 

 

第８ 講習会の開催 

１ スーパーシニア・ドライバーズ スクールの開催 

（共催：日本自動車連盟岩手県支部 後援：岩手県警察本部） 

８月２９日（土）自動車運転免許試験場において、高齢運転者の交通事故防止を図るた

め、参加体験型の交通安全講習会「スーパーシニア･ドライバーズ  スクール」を開催し
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た。 

２ グッドライダーミーティングの開催 

（共催：岩手県二輪車普及安全協会・岩手県軽自動車協会 後援：岩手県警察本部） 

  ５月１７日（日）、７月５日（日）、９月２０日（日）の３回にわたり、自動車運転免

許試験場において、二輪利用者の交通安全意識の高揚を図るため、参加体験型の交通安

全講習会「グッドライダー ミーティング」を開催した。 

   

第９ 各季の交通安全運動の推進 

○ 新入学期の交通事故防止推進期間   ( ４月 ６日〜 ４月１５日) 

○ 春の全国交通安全運動       （ ５月１１日～ ５月１５日） 

○ 交通事故死ゼロを目指す日     （ ５月２０日、 ９月３０日） 

○ 夏の交通事故防止県民運動     （ ８月 １日～ ８月１０日） 

○ 秋の全国交通安全運動故防止県民    （ ９月２１日～ ９月３０日） 

○ 高齢者の交通事故防止県民運動   （１０月１７日～１０月３１日） 

○ 冬の交通事故防止県民運動         （１２月 １日～１２月１０日） 

  上記の交通安全運動の効果的な推進を図るため、関係機関及び団体と連携し、広報資

料の配布やラジオのスポット放送、広報車による広報等を重点として推進した。 

 

第１０ 交通安全功労者等の表彰 

１ 警察庁長官及び全日本交通安全協会長連名表彰 

  本年１月１５日（金）東京都日比谷公会堂において、「第５６回交通安全国民運動中

央大会」が開催され、その席上において次のとおり表彰された。 

 (1) 交通栄誉章「緑十字金章」   

 ○ 交通安全功労者     菊地 次雄  （釜 石） 

 ○ 優良運転者       木村  稔   （下 北） 

  (2)  交通栄誉章「緑十字銀章」 

 ○ 交通安全功労者     菅原 健道  （花 巻） 

               小田嶋榮吉  （北 上） 

                  小野寺國男  (一 関) 

                  佐藤 芳夫   (遠 野) 

                  髙山 貞一  （二 戸） 

 ○ 優良運転者       伊藤  東    （東磐井） 

               砂子 眞   （下 北） 

２ 全日本交通安全協会長表彰 
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    上記「第５６回交通安全国民運動中央大会」席上において、次のとおり表彰された。 

○ 交通安全優良地区協会  北岩手交通安全協会 

  ○ 優良団体        石切所交通安全母の会 

  ○ 交通安全優良学校    無し 

３ 全日本交通安全協会長交通栄誉章「緑十字銅章」表彰 

  ○ 交通安全功労者       ２８名 

  ○ 優良運転者       ９６名 

４ 東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表彰 

  ○ 交通安全功労者      １５名 

  ○ 優良運転者       ２２名 

  ○ 優良地区交通安全協会   久慈地区交通安全協会 

  ○ 交通安全優良団体    江刺地区交通安全協会米里分会 

                釜石地区交通安全協会大槌支会 

○ 交通安全優良学校    一関市立新沼小学校 

                一戸子供の家保育園 

５ 岩手県警察本部長・岩手県交通安全協会長連名表彰（春・秋） 

  ○ 交通安全功労者      ４２名 

  ○ 優良運転者      ５５４名 

  ○ 優良団体            ２５団体 

 

第１１ 交通安全活動推進センター事業の推進 

    道路交通法第１０８条の３１に基づき、岩手県公安委員会から交通安全活動推進セ

ンターとして指定を受け、次の事業等を実施している。 

 (1) 地域交通安全活動推進委員連絡協議会に関する事務 

   連絡協議会の連絡調整、会報の発行を年４回、委員が適切に任務を遂行するための

ブロック研修会の開催を年４回実施した。 

 (2) その他の事務 

   道路の適正な利用に関する広報活動や道路使用許可にかかる道路調査及び交通事

故相談業務を適正に推進した。 

    ○ 道路使用許可調査  １３，９８９件（前年度対比 －１，３７９件） 

    ○ 交通事故相談         ５件（前年度対比      ３件） 

 

第１２ 委託業務の推進 

１ 運転免許にかかる講習事業の実施 



- 9 - 

 (1) 更新時講習の実施 

更新時講習は、受講者の年齢層や運転経験が多岐にわたっていることから、身近に

発生した交通事故を具体的事例として取り上げるなど、重点を絞った理解しやすい講

習を行うように配意した。  

   また、特定任意講習については、同一水準の講習ができるよう、適正な会場の選定

や地域の交通事情に即した講習内容となるように努めた。 

○ 優良運転者講習  １０２，５２５人（前年度対比 － ４，５６４人） 

○ 一般運転者講習    ２８，３８４人（前年度対比 － ２，４７９人） 

○ 違反運転者講習   ２０，４３４人（前年度対比 － ２，７２９人） 

○ 初回運転者講習   １０，６３６人（前年度対比 －    ３３人） 

○ 特定任意講習習      ６４４人（前年度対比 －   ２１７人） 

         計     １６２，６２３人（前年度対比 －１０，０２２人） 

(2) 停止処分者講習の実施 

  運転適性検査器（ＣＲＴ）及びシミュレータ一などの資器材の効果的な活用を図っ

たほか、実車指導能力向上のための研修を行うなど適正な講習の実施に努めた。 

  また、「飲酒学級」については、酒酔い体験ゴーグルによる体験型講習を実施する

など、飲酒運転防止のための取り組みを強化した。 

     ○ 長  期      １６０人（前年度対比    ２３人） 

     ○ 中  期      ２５３人（前年度対比  － １９人） 

     ○ 短  期   １，４０１人（前年度対比 －１７１人） 

       ・ 計    １，８１４人（前年度対比 －１６７人） 

 (3) 違反者講習の実施 

   社会参加活動参加者について、より効果の上がる活動場所や時間帯の選定に配意し

たほか、実車希望者については、法令遵守を重点とした指導を行った。 

     ○ 社会参加活動  １１８人（前年度対比 － １６人） 

     ○ 実 車 講 習        ４３０人（前年度対比 －１４９人） 

計      ５４８人（前年度対比  －１６５人） 

 (4) 原付技能講習の実施 

運転免許試験場や各運転免許センターにおいて、原付免許の新規取得者に対して、

道路交通の実態に応じた運転実技講習を実施した。 

○ 自動車運転免許試験場    ２２７人（前年度対比 －４８人） 

○ 県南運転免許センター    ２６７人（前年度対比 －３８人） 

○ 沿岸運転免許センター     ２４人（前年度対比   ３人） 

   （三陸自動車学校コース借用） 
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    ○ 県北運転免許センター     １８人（前年度対比 －１６人） 

       （久慈自動車学校コース借用） 

 合計         ５３６人（前年度対比 －９９人） 

   なお、県北運転免許センターについては、９月から実施しないこととなった。 

２ その他の委託業務 

 (1) 自動車保管場所調査及びデータ入力業務 

自動車保管場所現地調査及び同データ入力業務を実施した。 

○ 現地調査業務         ７３，８２２件（前年度対比 －１，１７０件） 

○ データ入力業務   ７８，３７０件（前年度対比  ３，１５３件） 

 (2) パーキングチケット管理業務  

盛岡市内の時間制限駐車区間に設置されたパーキングチケット発給設備の管理及

び手数料の収納及び同区間の適正な駐車の確保に関する指導を行った。 

 (3) 「運転免許更新連絡書」等の発送業務 

 運転免許の更新者に対して「運転免許更新連絡書」の発送業務を行った。 

○ 運転免許更新連絡書            ２０４，７６１人（前年度対比－１２，７３５人） 

○ 高齢者講習受講通知書等  ３９，４８３人（前年度対比－ １，１００人） 

 (4) 住所地以外の公安委員会を経由した免許証代理受領・郵送業務 

   優良運転者に対して行う住所地以外の公安委員会を経由した免許証の更新申請について、

免許証の代理受領･郵送業務を適正に行った。 

○ 受理件数  １３４件（前年度対比 －６４件） 

 (5) 交通公園指導業務 

（公財）岩手県スポーツ振興事業団から委託を受けた交通公園事業について、施設

の適正な管理と利用者の安全確保を徹底するとともに、自転車の安全な利用や正しい

乗り方についての交通指導を行った。 

○ 交通安全講習会  ５１回  受講総人員２，６１５人 

○ 一 般 来 場 者         ３３，８４３人 

 

第１３ イベント等への後援・協力 

  ○ ＩＢＣ交通安全キャンペーン           （ＩＢＣ岩手放送） 

  ○ 交通安全キャンペーン 

        （テレビ岩手、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、めんこいテレビ） 

  ○ 盛岡市交通安全教室                     （盛岡市） 

  ○ 岩手県交通安全公共パネル展           （県屋外広告美術業協会） 

  ○ 飲酒運転撲滅キャンペーン       （岩手朝日テレビ・めんこいテレビ） 
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    ○ 黄色い手帳運動                    （テレビ岩手） 

 

第１４ 交通安全事業に対する寄付の受納                                        

  ○ １０月２２日 小さな親切運動県本部 反射材２，１１５個（１０万円相当） 

  ○ １１月１３日 岩手朝日テレビ                    ３０，０００円 

  ○  ２月１０日  岩手朝日テレビ            ３０，０００円 

  ○ ３月１６日  エフエム岩手          チャイルドシート４台 

      

第１５ その他 

１ 岩手県交通安全母の会連合会の事務局業務 

岩手県交通安全母の会連合会の業務を適正に運営するため、指導及び助言を行うとと

もに、各関係機関・団体との効果的連携に努めた。 

２ 交通安全功労者顕彰会の事務局業務 

  交通安全活動に多大な功労があった交通警察官及び交通指導員を表彰する「岩手県交

通安全功労者顕彰会」の事務局として、１１月１１日（水）エスポワールいわてにおい

て、本年度の交通安全功労者として選考された警察官 1 名、交通指導員２名を表彰する

など、顕彰会事務を適切に推進した。 

３ 自転車安全教育指導員講習会の開催 

  岩手県教育委員会との共催で、自転車の安全教育に従事している交通指導員及び学校

教諭で自転車安全教育の指導に携わる７５人に対し、県内６地区において自転車の安全

な乗り方指導者講習会を開催し、新規３７人の指導員について認定登録を行った。 

４ ＴＳマークの普及活動の推進 

  自転車の安全利用の推進と自転車事故にかかる被害者の救済を目的として、（公財）

日本交通管理技術協会との業務契約に基づき、県警察及び県自転車・二輪車商業協同組

合と連携しＴＳマークの普及のための各種施策を推進した。 

５ 県収入証紙の売りさばき事業 

  自動車運転免許試験場及び盛岡運転免許センター窓口において、各種講習受講者に対

する県収入証紙の売りさばきを行い、利用者の利便を図った。 


